
東京畜試研報15 p27～52  

無窓豚舎の設計条件に関する研究   

工 呼気量に関する試験   

大橋昭也＊・清水明良＊・加藤巳之吉＊・浅沼 実＊  

Ⅱ 無窓豚舎における落‾F細菌調査および飼育豚の感染疾病に対する抗   
体調査   

羽生 章＊・中島勇三＊・檎島敏男＊・小林正大＊・兵頭 勲＊・宮下光男＊   

片寄正歳＊＊・古橋圭介＊＊  

Ⅱ 無窓豚舎の設計案について   

大橋昭也＊・清水明良＊・加藤巳之吉＊・浅沼 英＊  

Studies on the Conditions for the Design of a  

Windowless Swine House  

工 Experiments on explratOry Volume of Pigs   

Teruya OHASHI，AkiyoshiSHtMIZU，MinokichiKATO and   

Minoru AsANUMA   

Ⅱ Counting of microorganisms by exposure techniquein   

Windowless swine house and survey on antibodies against   

SOme bacteria and viruses causinginfectiousdiseasesinswine   

rearedin there．  

Akira HABU，Yuzo NAKAJIMA，Toshio NARASIIIMA，Masadai   

KoBAYASH7，IsaoHYODO，MitsuoMtYASHITA，MasatoshiKATAYOSE   

and Keisuke HuRUHASHI  

Ⅱ A consideration 9n the design of the windowless swine   

house  

Teruya OHASHl，AkiyoshiSHIMIZU，Minokichi KÅTO and   

Minoru AsANUMA  

（要  旨）  

肥育欧用の無窓豚舎を設計するには，換気量の問題が重要な条件になると考えられるので，  

豚の呼気量と炭酸ガス排出量専を洩q定するとともに，無想豚舎および普通豚舎における落下細  

菌等の調査ならびに肥育豚の感染疾病の抗体調査を行なって，設計案を作成した。パテユー大  

＊ 東京都畜産試験場青梅市新町715  
… 神奈川県畜産試験場 海老名市木蘭髄10   
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′1錘推奨換気丑，2・8ma／minに∠．じづし、て∫今回計測したCO之排出愈と最大呼某隆とによっ  
て・舎内のCOま濃度を計算すると，0・0304％となり，ほ∫妥き彗な推奨値ではないかと考えら  
九るので，夏季における必要換気長の決晃要因として，CO巨塾を花暦として用いることが■■け  
能ではないかと考えられる杭冬季についてほ今後さらに検討する必要があるりまた，畜舎内  
落F細雨の水）l乙分布は，豚の飼育されているときが，いないときよりも，はるかに多く，季節  
に上そ比秒⊂は，細菌数は賢や軋tりも冬に多かった。糞担分布では，夏は上部より下部に多  
い隣仰こあったれ1一億の差ではなく，冬でほ上部と下郡の差が認められなかった。畜舎構造  
にエる券異で札無無帽舎ば普通雁動こ比べて，落下紳鼠かびともに多かった。．」二記の結果  
から′落下細菌数によって，換左こ戯の適否を判定する指標の一つとして利用する町能性が考え  
られる。なお，1托慄豚舎内に飼滑さ九た試験豚の感染疾病は，日本脳炎，′くルポウイルス，ゲ  
ニタンイ′レスともに，智う由豚ヂ‡エり陽性陀が少なく，特に11に■，者ほ明らかな差異が認められ萎  
縮性鼻炎 コリネバクチリウムおよぴトキソプラズて病で札供試嫁がSP【ニ豚ではなかった  

ために庶愕な比較ができなかった。以上の結果から，夏季の換気最を2．8m中一－i－－として，構  
造上禽l勺の気流のよどみを少なくするように配慮した鳳l二排気式の設計案を作成した。  

Ⅰ 呼気量に関する試験  

採気は，ダグラスパックに採取し，直ちに乾式ガスメ  

ーターセ計測するとともに，労研式小型ガス分析器を用  

いて，ガス分析を行ない，酸素消費量．炭酸ガス排出尭  

等を算出するとともに勲発生量を求めた㌔   
なお，採気と同時に，心拍数およびサ【ミスター・ビ  

γクアップによる呼吸数を心電計を用いて計測するとと  
もに，直陽温や婁温等を調査した。  

試験結果および考察  
1・Fl然環境‾Fにおける生理反応の変化   

本試塀で得た結果を，順の至適温度といわれている，  

160c以1：こ23eC未満を中心としで160c以下およぴ23ぐ  

C以．トニの3段附こ区分し，さらにこれを発育段階別に集  

計した成績を－・挿して表示すると，表l（1）－（16）とおり  

であった。  

（1）心拍数   

心拍数は，体重の増加とともに減少する傾向にある  

が，温度との関連性については，必ずしも明輝でほない  

が，温度の上昇にともなって，わずかに減少するようで  

あるカ㍉ 個体によって，その反応が一定ではなく，さら  

に多数例による調査が必要である。  

（2）呼吸数   

発育にともなって．おおむね減少の帆指jが認められる  

が，温度とのl刃連性については必ずしも明確ではない。  

発汗機能の劣っている恢の場合気温の上界にともなう呼  
吸数の増加は，呼吸器からの水分蒸散によって，体熱放  

散を行なう機憶とLて環境であることから温得度条件の  

設建滋IE碓に行なえは．農林省畜成†拭験囁別の報裾こあ  

るとおり気温の上昇にともなう呼吸数の増加がふられる  
ものと考えられる．  

（3）呼気：鼠  

1分間当り呼気整では，体重40来g～50kgまでは，頚骨   

ま え が き  

都市近郊において幾豚経営を存続するには，高生産性  

とともに，その生産環境を整備することが要諦されてお  

り，臭気 騒音等を畜舎構造の面から改善するために，  

無窓豚舎の実用化が望まれている。   

畜舎設計に当り，従来の豚舎では，建築工学l二の検討  

を主体として，建設すれは良かったのであるが，肉豚用  

の無窓陀余の場合にほ，暫飼が前挺となると従来から指  

摘されてきたように，豚舎壁面の開放率と伝染性疾病特  

に伝染性肺炎の発生率との間に高い相関カこ認められてい  
ること等から，換気蚤の問題，すなわち，汚染された空  

気の排除が強要な要閃になるので，肉豚の呼気麓と炭酸  

ガ、ス排出畏取 扱気E11：決たのための各棟要因について測  

定した，  

試験材料および方法  
1．試験期間  

l唱和47年4月－50年3月  

2＿ 供訊豚   

当囁けい義ランドレース種豚から生産された了慣50頭  

を用いて．体車約10kgから90kg到達までの期間延404頭  

について測定した√．  

3．飼養骨珊   

簡易閉鎖式豚舎で．10．＄前の豚跡こ一群10頭の群机と  

し，聴席肉能力検定別科を不断捨印として与え，この  

間，附属運動場において，多少の放餌を行なったが，測  

定日当日ほ．舎内如㈹とLた〔  

4．洲走力法   

測定方法は，才憫氏等－〉の考塞したベット式抹定答を  

改良Lたもの，および腰用採気－′スタを使用する開放式  

呼吸試験装抑こよった予  
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（3）平 均 温 度  
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阜）平 均 湿 度  
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（7）呼 吸 数  

16CO以下  16むC以上23〇c未満  230c以  

ヤ均竺重l偏竺  

】   
14．2 1．2  

26・0 2・4  

：鉦0…  2・8   

46．0 2，9   

国／分i偏 義渾均体萄偏 差閏／分  

48．0て  8．6≧ 14．3  2＿7こ   45．2   

37．5 9．7！ 26．0  2．9  37＿4  

偏；竪摩均体重l偏  差   

8・515・43・0  

6．2 24．5 4．2   

5．0 36．7！l．5  

5・2  43・6  3・4  

5．4 55．4  2．7  

1  7．465．6！ 2．6  

ー1  偏   分 ／ 〓  

5
 
 
 
7
 
 
q
U
 
 
6
 
 
【
h
U
 
 
6
 
 
0
）
 
 

O
U
 
q
〕
 
 
「
P
 
O
 
 
9
 
 
9
 
 
3
 
 

J
4
 
 
3
 
 
3
 
 
■
4
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 

7
 
 
・
4
 
 
7
 
 

9
 
 
8
 
 
0
U
 
 

e
J
 
O
 
 
つ
J
 
O
 
 
 
3
 
 
1
 
 

0
 
 
0
 
 
7
 
 
6
 
 
7
 
 
氏
V
 
 

3
 
 
3
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 

6
 
 
3
 
 
0
U
 
 
 

8
 
 
7
 
 
1
】
J
 
 

36．9   2．6  34、3   

45．7   2．7こ   29．8   

54・3  0・9   26・9  

63．8  1．5   27．0  

4
 
 
7
 
 

．
 
 

8
 
6
 

……‡…邑…‡……  
（8）呼 気 ji；：  

16ウC以卜   

O
 
R
U
 
n
U
 
 
 

、
ト
 
 
h
 
 
 
ヾ
．
 
 

74．0   2．4  28．6   4．8  

85，3  3，2   27．9  6．8  

16JC以上23）C未満  23ひc以  ヒ  

㌢榊抑中編叢い／分  
L  

‥－tこ・：！  

142  1．2  

26．0   2．4  

340   2．8  

46，0  2．S  

β／分い扁差匝桝欄l偏叫g／分1偏  

6′349   

10，217   

10，701   

13，17∈；  

0．8・ 143  2．7．  6．08‘t  

3・526・0． 2，9  9・455  
2．5 36．91 2．6 12．233  

2．2。5．72．712．977  

6
 
6
 
 

．
 
 
 

2
 
 
5
 
 

4
 
 
5
 
 
7
 
 
6
 
 
4
 
 
6
 
 
 

■
コ
 
 
4
 
 
6
 
 
3
 
 
「
コ
 
 
⊂
J
 
 

1
 
 
2
 
 
3
 
 
4
 
 
「
J
 
 
6
 
 

∩
〕
 
 
 
2
 
 

ウ
J
 
O
 
 

7
 
 
7
 
 

6
●
 
8
■
 
 

0
 
 
2
 
 

3
 
4
 
 

0
 
 
7
 
 
2
 
 
 

2
 
 
3
 
 
2
 
 

5
 
 
4
 
 
7
 
 
 

1
 
 
 
3
 
 
2
 
 

3
 
 
8
 
 

り
一
 
 

4
 
 
3
 
 1

 
 ．

 
 

2
 
 
 
3
 
 

55．5   1－7  13，539  

66，7   2．0  14，420   

75－5   2．7  14，730  

84．3 2・7 15，643   

4′5  63．8  1．5  14．143   

74■0 2－413・983  

5■1】  46 85，3E  3．2 14．730  

6
 
 
7
 
 
2
 
 
 

】
1
 
 
2
 
 
2
 
 

2
 
 
9
 
 

6
 
 
 

2
 
 

6
 
 
8
 
 

3
1
 
 

L
．
．
．
。
 
 

8
 
 

4
 
 
3
 
7
 
 
史
U
 
 

（9）呼 気 童  
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平均体密偏差L ml／分kg  
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㈹ 02消 費 量  

23pC以  上  160c以上23じc未満  160c以下  

平均体重l偏差t ％  竺⊥讐 

14．3！  2．7  

5
7
6
 
 

．
 
 
2
4
賂
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3
 

0
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7
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（
b
 
 

2
6
漁
 
4
5
 

0．37  0．41   
0，36   
0．40   

0．35   

0．35  

9萱   

5毒   3．11   3．13  
55．4   

65．6   

74．8   

83．1  

㈹ 0才消 費 盈  

160c以下  160c以上230c未満  230c以  上  
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6．575   
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10．195   

10．213   
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㈹ COコ排 出 量  

160c以下  ≧  160c以上230c未満  230c以  上  

平均体重【  竺 
＿＿． ，，．  

差l刷分kg偏差  平均体重】偏  
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l・2 9・983  

2，410，924  

2，89．123  
2．9  9．212   

1．7  8．182  

2・515・4  

1・5  24・5≡  

1・8 36・7   

：二：盲：；：：  

l．165．6  

1．7 74．81   

1・1と 83・1  

3－010・387  2・0  

4・2 9・5叫 2・1  

1・5㌔ 8・9202・3  

3・4 8・700≡ 1・6  

2・7j  8・0亘  2・0  

2．61 7．447F l．4  

3．6； 6．548  2．8  
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掴熱F 発 生 量  

160c以上230c未満  230c以  上  16Dc以下  ‾ 
巾丁窟盲両靂葡完盲丁c巾音声蒜墓相忘〃り偏差  

14．32．7 751．7155．1弓15．4。，0■ 747．1288．4  】  
14．21．2 758．6118．2 

t 4・2iし197■1r 326・3  
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巾¢ メタポリックボディサイズ熱発生丑  

】6Dc以下  160c以上230c未満  230c以  上  

cal／分l偏差  W％ 偏 差ca】／分偏 差 W％偏 差  Cal／分偏 差W好偏 差  

l．2 40l．8！43．5  

2．4   543・6  174・8  

7．3   0．5   

11．5   0．8   

14．1   0．9   

17．7   0．8   

20．3   0．6   

23．3    0．5   

25，6    0．7   

27．8   0・7  

389．7   62．7   

59ユ．3 174．8   

6D2．9 119．9   

749．8 134．0   

765．0 159．0   

750．3  211．4   

745．8  230．8   

83l．5 2J17．5  

385．6  6（∋．3   

566．7  83．1   

6鋸．3 165．7   

728．1 18l．4   

788．6 122．3   

789・7 89■1   

750．5 157．4   

77ト3  84．5  

714   1．1   

1l，5   1．O   

15．0   0．8   

17．6   0．8   

20．0   0．7   

22．6   0．4   

25．2   0．6   

28．1   0．8  

14・gl O・7   635・1 119・9   

17・O O・9 698・9134■0  

20．3 o，7  790．3159．0   

23▲lo・7 759■6 211・4  

…；：；：：；：；：：；；；；二；  

に応じて増加するが．その後の変動ほ少ない。しかし，  

これを体寅Ikg当りでみると発育に伴なって別らかに減  

少する。   
なお，温度との関連性については．了1ii項同様必ずしも  

明確な傾向が得られなかった√  
（4）酸素消費量，炭酸ガス排出是   

消型029るや排日COz％は，体魔の増加に伴なって  

減少する傾向にあり，また，これを体重1kg，1分丁即■1  

りでみると，発育に伴なって減少する。   

なお，温度との関連については，この瓜汁方ぺでほ明  

らかでほ点かった。  

（5）熱発生量   

勲発生品は，単位体東当りでは，発育に伴なって減少  

するが，me亡aboIic t）Ody size 当りでは当然のことな  

がら増加するゥ   
なお，これをcal／m空で温度との関連をみると，温度  

の上界に従って減少する傾向がうかがわれた。   

これらの成鰍よ，瑚こ発育体荻と温度条件のみによっ  

て整理した結果であり，このほかに炭塵や採食臥 採食  

後の経過時間等，各種の要田に支配されるわけであり，  

従って明確な傾向が把経できなかったが，一応の炉向は  

枚討し得たものと考える亡  
2．必要換気琉の検討   

無窓牒舎の場合には．粕こ適正な換気を行なうことに  

よって，適温と清浄な空気を供給して，豚の生理と生産  

にできるだけ快適な環境を保つことにあるが，一般的に  

新鮮空気の導入は，舎内における湿気 アンモニア，じ  

んあい，病菌糾こ汚染された空気および臭気の排除と温  

度調節の手段であるとされており．必ずしも必要とする  

酸讃の供給が問題となるのではなく，前記各要素の調和  

された適切な換気：漬が求められているものと考えられ  

る．、   

そこで，必賀換気義の標準として，表2に示す神奈川  

県帯試報針〉による設計換気義によって，肥育豚の体重  

69kg～95kg時における夏季の必要換気駄2．8m3／minを  

参考に，各測定値仲より呼気軋 CO。排出量および熱発  

／上島とに∴［って，その妥当性を検討したところ下記の結  

果を得た。  

表2 必要換気ぷ（1頭当り）パデニ」一大学資料  

閏臆＋踵■r≡ 0～9遇1”9kg巨 0．6弓 2．2 5．9  
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5
 繁殖豚   

唖妹陳  

（1）呼気施   

個体別測定値巾より80kg台の最大計測値（棄却検定後  

の）で28，2β／minとなっており，平均値では15～16β／  

minにすぎず，呼気量だけでは換気恩決定の要因として  

利用できず．下記のCOまとの関連で検討した。  

（2）炭酸ガス排出量   

80kg時の呼気量の最大計測値28．2β／minおよび個体別   
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表3 各洲定項目の番線回帰式  

項  目単 一よぃ6Cc 未 満  

呼 吸 中州分Y珊7ら9－0・200∬                            F＝43．0  

160c以．卜23らc未満   

Y＝44．6070．258∬  
F＝68＿6   

Y＝6．222十0．199∬  
F＝115．2   

Y＝472．3993．854∬  
F＝・237．5   

Y＝2．431十0．O10∬  
F＝43．6   

Y＝11．6790．075ガ  
F＝160．7   

Y＝＝2．316＋0．O16二r  
F＝97．8   

Y＝11．830－0．067方  
F＝＝77．4   

Y＝670，851十22．912二方  
F＝＝198．4   

Y＝59．068－0．380ガ  
F＝154▲4   

Y＝330．401＋19．235二ー．  
Fニニ898   

23Qc   以  I  

Y＝49．682←0．327．r  
F＝97．4   

Y＝6．131ト0．130エ  
F＝132．9   

Y＝465．339－3．511∬  
F＝＝226．6   

Yコ2．299＋0．008∬  
F＝＝23．3   

Y＝11＿167－0．07】∴r  
F＝121．1   

Y＝2．211＋0．014∬  
F＝63．3   

Y＝11．091－0，058∬  
F＝58．O   

Y＝704．783十20．931J：  
F＝167．5   

Y＝57．898一・0．385二r  
F＝＝90．7   

Yご359．76111．306∬  
F＝53．7   

Y＝7．202＋0．105∬  
F＝60．1   

Y＝＝4（；5．66413．565方  
F＝二128．2   

Y＝2．355十0．011∫  
F亡66．O   

Y＝11．3570．068∬  
F＝＝96．4   

Y＝2．462＋0．012∬  
F＝コ110．7   

Y＝＝12．103－0．072∬  
F＝68．9   

Y＝＝804．213＋20．347ガ  
F＝129．8   

Y＝58．330－0．361ガ  
F＝コ94．O   

Y；＝386．367＋16．432∬  
F＝46．3  

呼  集  謂二  β／分        l  

呼  気   蒐  

0。消 典 盈  

0℡ 消 費 毘  

CO。排出量  

CO3 排出謂：  

mβ／分・短  

％  

mβ／分・kg  

％
 
 

mβ／分・kg  

分
 
 

a
 
 
C
 
 

特
 
 

発
 
 

熱
 
 

熱 発 生 琉  

W％熱発生量  

Cal／分・kg  

Ca】／分  

測定値■・1偏大計測値を示したCO卜排出及3．99％を基礎  

値として，推奨換気丑に裁く舎内CO2濃度を検討する  

と，下記のとおり0．0304％となり，大気中のCO望最0．03  

％と大差がなく，家畜に対するCO。許容限界素ほ不明  

であるが，妥当な推奨値であると考察された。  

p＝a＋＝84β十一コ0・0304％  

1）：CO2丑・％  

a：換気兼中のCO＝iiいβ  

L：換気穐・β  

K：腰1預のCO巨発生量・β／min  

（3）熱発生罷   

個体別測定値巾より80kg台の最大値3597cal／minを  

1時間当りでみると237kcal／hrとなり，また平均値で  

は，180kcal／hr内外となっており，パデェ一大学資別  

による90・8kg時における発生発熱盟ほ，201．6kcal／hr  

とさ九ているので，ほぼ合致した結果と考察された．、  

このパデュー大学資料による発生発熱甜土，暖房有効  

発熱量をもみていることから，郡Fにおける環境条件の  

相通もあり，硫ちに適合するわけではないが，換気教を  

求める際の一つの参考資料とはなるものと考える。   

以上の考察から．豚舎における必要換気盈を決定する  

要因として，汚染さわた空気の排除ということに素点を  

おくとすれば．CO2景が最も重要視されるのではないか  

と考えら九るが，冬季におけるパデ1一大学の推奨値  

0．5m3／minでの舎内COヱ濃度は0・17％程度となり，人  

のCOE恕限量を超える可能性があるので，今後検討す  

る必要があろう。  

3．各測定項目の直線回帰   

前述のとおり増俸に伴なう測定値については，億の  

傾向が認められるので，各項目の回帰式を求めたところ  

表に示すように，いずれも有意であった。   

この回帰式により，呼気蚤・CO2排出量・勲発盈をそ  

九ぞれ 図示すると．園1から園5に示すとおりである。   
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Ⅱ 無窓豚舎における落下細菌調査および飼育豚の感染疾病に対する抗   

体調査  

所はコンクリートすのこ式で，すのご下に晩発機が設問  

してあり．その取出しロが豚舎外に開口している。換気方  

法は，給気lコに3台の有圧換気頗を用いて，外気を吹き込  

み．ダクトで各陳房仁平均に送風し．排気は二重構造壁の  

間を通って，屋根のモニター開口部から舎外に排出して  

いる。・皆通豚舎は飯森豚舎の近くにある複列型應舎の1  

～2陳房を対照として調査した。供試豚は場外から購入  

Lた冷気式無怒豚翻こ関する試験の供試隊でり÷後3ケ月  

令の雑種豚を用いた。なお，1974年l～3月の供試豚は．  

対照区では生後4ケ月令で試験開蘭時月令が高かった。  

2，換気方法および換気景   

換気方法G17）は豚舎の甫妻給気口側の有圧換気扇3台を  

設置して，この換気扇で外気を豚舎中央の通路臥Lの天  

井賽に設けたダクトに吹き込み，図1のようにダクト底   

ま え が き  

無窓豚舎ほ命内の気象条件が，普通眉舎と異なるので  

当然飼育陳の教生物感染状況が違ってくることが考えら  
れるから．無窓豚舎設計上の基礎資料をうるために，豚  

舎内の落下細菌および飼育豚の感染疾病に対する抗体調  
査をしたので，その成績の概要を報告するっ  

試験材料および方法  
l．供試豚舎および供試豚   

供試豚舎および供試豚は，神奈川県畜産試験場の無窓  

豚舎およぴその飼育豚を用いた。無忽豚舎6…の構造は  

図lに示すとおりで，中央通路榎列12陳房の密閉型豚舎  

で．豚舎の中央をドアで仕切り，6豚房づつに分けるこ  

とができる。壁体lま二護構造，床はコンクリート，排梵  
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図1 無窓豚舎の構造   

の湖面から，左右の豚房に吹き出Lている。排気は担1ユ  

のように二重構造の側壁および臣椒襲を通って屋根のモ  
ニタ←から舎外に排出する。換気盈は夏季2鋸mりmin  

換気回数106回／hr とし，冬ほその1／一騎とした。  

3．飼選管理   

神奈川畜試養豚科の試験設計に基づいて行ない，飼料  

の給与方法は．粉関の臼由採食であった。  

4．調査方法  

（1）落F細菌調査   

無窓豚舎内の落下細菌およびかびを調べるために，祥  

9仁mのシャーレに普通寒天培地（N培地）およぴツアペ  

ックドックス8）培地（Z培地）をつくり，洲‡已軋Lに両  

培地を置ぎ，N培地ほ1分間，Z培地は2分間暴露後，  

N培地は24～48時間，Z培地は48～72時間3lOc のふ卯  

器で培養しそのコロニト数を調べた。落下細菌およびか  

びの測定部位は国2Ⅰこ示すとおり，水平分布調査でほ主  

として豚房柵卜（通路部泣にて高さ90亡m，すのこ部位濫  

て110cm）で，各腰房の中心線上に3測定点を設けた。  

また一部の豚房については図2に示すとおり．落下細菌  

およぴかびの垂直分布（畜舎内の上下部位）を調べた。  

その汎l】定点は陳房内にあってほ豚が飼育されているため  

測定できないので，豚房冊上の豚房の中心線上に，同一  

高さで3測定点，計9測定点を取り，通路については．  

各豚房の中央に床面から5湘定点を取った。また常適確  

合についても，無窓豚舎と同様の測鼠良を調べた。  

（2）飼育豚の感染疾蜘こ対する抗体調香   

燕直分布泄愉牒庚∵  
図2 落下細菌．かびの調査測定ノ玉  

鋼昏腰の疾病感染状況は，撫窓豚舎，常通牒かとも  

に，試験開始時，飼育中期およびと殺前の3同前人静脈  

より採血して，その血清を【2（）Oc打．保存し，ウイルス  

性疾患では，日本脳炎 りEV），パルボウイルス（PP  

V）およぴゲタウイルス（Getah）に対すろ血球凝集抑  

制（HI）抗体を調べ，細菌性疾患では，萎縮性鼻炎  

（AR）およぴコリネバクテリウムビオゲネス（CP）  

について調べ，原虫性疾居ではトキソプラズマ病（TP）  

について調べた。   

JEVおよぴGetahに対するHI抗体は，クラーク  

カザルスの原法に準じアセトン処理血清10〉を用いて，輩  

研中山株の8単位の抗原を加えてHI試験な行い，HI  

価ほ1：20より陽性とした。PPV川に対ナるHI抗体  

ほ，クラーク，カザルスの原法に準じて25％カオリン処  

理放で処理した血清を用いて，】PPV感染ESX細胞培  

養液から調製した8単位の抗原を加えてHl試験を行な  

った。HI価は1：20より陽性とした。JEV，（ietah．  

PPVの抗原はいずれも家帯衛試第2ウイルス研究室よ  

り分与を受けた。   

ARは北研のAR抗原な用いて，瓜特赦魂反応を行な  

い．1：20（骨）以上を陽性とした。被検血清は56リC  

訓分非働化後，緩衝生哩食塩液で稀釈して使用した。   

CPは竹内刷らが開発したCPの精製プロタミ7－ゼ  

抗原を用いて，寒天ゲル内沈降反応により調べ，1：1  

以上を陽性とした。抗原は家畜葡試細菌第2研究睾より  

分与を受けた（   

kenkyu05
テキストボックス
9)
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表1 軋酎串こおける豚舎lノ1の気象および調査条件  

番舎内温度と湿度  諷掛  

Nm  

調査 時 間  

無＋窓1浮通   

換 包も 方 法 落下御前  
調香剛。  
こ天候  

無 怒才驚。7 
＿ 
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表3 無窓豚乳 普通豚舎における豚飼育状況の農具による落下細菌数の比較（豚房柵上：水γ分布）  

微生物区分   か  び  

窓豚舎（c）と 普通豚舎（d）  

ヽ＼  細  菌  数  

無窓豚舎（a）普通豚舎   
1
 
皿
m
 
 

＼、、  豚舎区分  
管理区分 釘房血  

無
 
 

帖
 
 

1ヘノ12 ＊蠣＊・N仇l．  2
 
 

1－12 ＊＊＊  ・I払1，2 ＊岬■  

7．6±4．55．2±3．2  

軋
 
 

ほ飼育（73年10月4日） 421．8±】08．9    288．3±103．5   

條無飼育（73・ll・9）！i4・8± 9・2 ．  

73年10月41］  aとb・・＝・・雫＊  

〝 ll．9  aとb・・‥・・0．1一－0．05  

TPは化血研の園定抗原感作血球を用いて柁木川らの  

方法により赤血球凝集反応法（HA試験）により行ない，  

1：256以上を陽性とした。被換血翻ま560c30分非働化  

後沈澱・生緬羊血球な等量加えて，l夜4ロCにて吸収  

し，その遠心上浦を血清原液として使用した。  

試験結果と考察  
1．落下細爛調査  

8，2± 4．0  1．2± 0．4  l．0±  0  

Cとd……0．l－0．05   
Cと（l＝・‥なし  

滞F紺南開杏における豚舎内の気象条件および調査状  

況ほ表1のとおりである。調査軋2の1973年11月9日の  

調査時は朝方雨が降っていたが，調査時間忙は雨は1L  

み，懲天であった。その他の調査時にはすべて晴天であ  

った。調査時問は原則的に午前10時より開始し∴トとし  

て，午前中に行なった。  

また調査時における試験豚の飼育状況は表2のとおり   
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表4 無窓豚舎内における隊飼育状況の差異による落下細菌数の比較（豚房柵上：水平分祁）   

‰．l・3．5（南一石） 弓 払2．4．6（南一左） 恥1へ′6 （南）  

細菌数  …jか  び扁議∵ かふこ和姦；完了云示；；  

：伸一㌻－ い・い・‥・・‥‥・・・ ・∴二・、1ミ・・・・  

N。．7．9．11（北右）」恥．8．10．12（北一左）萱＋】仙7．～12（北）1  

74年2月24日  

モミニニ＼＼、、準房No・  
ー・、山一▲一・一日【－－－ 栴 考  

調査云盲＼逐警  空竺堅＝しチ、 
．川 

2000・8±163．i】．6±1．212058．2±瓢4．72．定言1完㌫遥遠 74年2月24日  

であって，無窓豚舎ではl豚房6～】0真弓を，普通豚舎で  

は，主として1腰房に10頭を，時として6頭ずつ2腐房  

に飼管していた。以上のような条件下での調査成績はつ  

ぎのとおりである。  

（1）無窓際舎，普通陳舎における豚飼育の有軒こよる落  

下細菌数の比較（豚房州．上こ，落下細菌，水平分布調査）   

無窓豚舎，普通豚舎における豚飼育の有無忙よる落下  

細蔚教を比較してみると素3”4のとおりである。表3  

および4ほ．1973年10月4日の試験陳が飼育さかていた  

場合と，1973年11月9日の試験豚が飼育きれていなかっ  

た場合との落下細菌数およぴかびを比較したもので．桑  

3は無窓豚舎今体の平均l測急患当りの細菌数およびか  

びと，普通豚舎の1脚私室当りの細菌数およぴかびとを  

比較した？すなわち，無窓豚舎ヤ均l測定点当りの細菌  

数は．豚が飼育されているときは，421・8±108・9個で，普  

通豚舎1測定点当りの組閣数は288・3±103・5個で，陳夕諷モ  

飼育のときほ，無窓豚命では平均l頚灯克≡点当り細歯数ほ  

14．8±9．2個で，瞥通豚舎l測定点当りの細菌数は8．2±  

4．0個であって，いすれもJ検定の結果0・1％水準で有意  

の差がみとめられた。また無窓豚舎全体の平均1測定点  

当りのかぴは，席飼育の10月でほ7．6±4．5僻で，陳無飼  

育の11月では1．2±0．4個であった。普通豚舎では、隊飼  

育の10月には5．2±3．2個で無飼育の11月では1－0±0個で  

あって，いずれも明らかに有意の差がみとめられた。ま  

た，無窓豚舎と普通豚舎とな比較してみると，無窓豚余  

は細菌数では，10月が421．8±10S．9個で，普通豚舎は，  

288．3±103＿5個で11月が，無窓豚舎ほ14．畠±9．22で，普  

通豚舎が8＿2±4．0個であった。かびは10月にほ無窓豚舎  

が7．6±4．5個で，削臨豚舎が5，2±3．2個で，11月は無窓  

應舎が1．2±0．4佃で普う罷l疾舎がト0±0個であって，族飼  

育，無飼育とも，普通豚舎が，無窓豚舎より．細菌数，  

かびともに少なかった。g検定の結果，綱菌数ほ10月4  

日の謁喬でほ，1％水準で有意の弟がみとめられ，11月  

9日の調香では10％水準で有忍の差がみとめられたゎか  

びでは10月4日の調黍では10％水準で有焉の差がみとめ  

F）ノ←1たが，豚の無飼育の11月9日の調香では有悪の動土  

札とめられなかっナニ【   
表4ほ1974年2月24日（冬季）に，無窓豚舎内で，両  

膝房群（恥l～6）でほ，試験掛ま無飼育で，北豚房群  

（軋7～12）では，試験豚が飼育されていた集件下での  

落F紳蔚およぴかびの調査成績である。すなわち，豚無  

飼育の南豚房群の二平均1畜‡l】定点当りの細菌数ほ42・2±  

19．7憫で．豚飼育の北旺房群のそれは2028，8±238・2個で  

前者の紙50倍であった。またかびでは，南豚房群が0■5  

±0．8で．北藤房群が．2．3±1．7佃で豚飼育の北隊房研  

が多く．＝険謹の結恩 細菌数は0▲1％水準で，かびで  

ほl％水準で有意の差がみとめられたや また，南北それ  

ぞれの左右豚房群間にほ，細菌数 かびともに差異はみ  

とめられなかった〔このょうに．秋季および冬季におけ  

る腰細育と無飼育により，細菌数およぴかびに大きな差  

表5 餌窓豚舎，普通豚舎における季節による港F細菌数の比較〔秋と冬：豚飼育）  

微生物区分】  細   菌   数  ■  か  

普 通 豚 舎  豚舎区分 L 無 窓 豚 舎  一‾■  
億粛正「完丁二這ニ；  

通 豚 舎 l 無 窓 豚 舎  

調査月日  軋1・2 j 恥・7～12 蓼＊  左 No．1． 2  

4．3±3．6   73 年10 月 4 日   

74． 2． 24  

380．5±98．6   

2028．4±238．2  

6．3±4．3   

2．3士1．7  
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表6 無窓豚舎内における季節による落下細菌数の比較（秋と冬：豚飼育）  

、－＼豚房No  

調査微生物区分  
月日  

73年10月4日  

74．2．24  

No－7■9・！！ 「 No，7 ～12（北）  

380．5±98．66．3±4．3  

備 考  

秋，豚飼育  

細菌数 司＝持＊かび出1細 菌 数＊＊＊かび串＝＝ 

6・3±3・7l  387－1±76■46■2±5■1371■9±122■5   

2000．8±163．11．6±1．22058．2±304．7  7  2．4±2．12028．4±23乱22．3±1．  

表7 無窓豚舎，普通豚舎における季節による落下細菌数の比較（夏と冬：豚飼育）  

細   菌   数  か  徽生物区分   

」接舎区分  

び  

無 窓 豚 舎〔a）普 j樋 豚 舎「b）無 忽 豚 舎普 通 豚 舎  

調査月日  豚房No． No－1′〉12 ＊＊＊  石 No－1  ＊】ね＊N乱l～12 奉羊＊右 No．1  ＊＊＊  

74 年 8 月 22 日   

75． 2． 26  

1106・6±369・2  114・0±25・9  13・3±6・2  10・7±9▲8  

1942．8±126．5 808．3±754，4  0．6±1．2  1，3±1．5  

L  

aとb・・・・・・キ＊＊  

aとb……0．i～0．05   

表8 無窓豚舎内における季節による落下細菌数の比較（夏と冬：豚飼育）  
■  

N仇1・3・5（南右）  No・2・4・6（南一差〕丁㌫・i二1詣㌻  椚 節子  車中子石福盲義さ二耳二吏二車ニご＊  

831．7±203．012．2±4．11248．0±258．715．0郭2しiO39．8±311．1】13．0±5．3宴，豚銅育  
1。34．9±248．7。．1±。．31318．2±579．5 06±。．71176．6±456．5lo．33±。．1Z冬．〃  

74．8．22  

75．2．26  

志㌫、雲霞  ㌧ 
月日 ㌧～ 、k  

74年8月22日  

75．2，26  

ここ二重扇 恥7．9．11りと一志）  N仇8．10．12（北左）  No．7 ～12（北）  

芳書＼＼讐物区分細菌召畑か 互亙車車す車   ぴ 
細菌数 柄ホ かび棉ホ  

r 74年8月22日1292・7±481・415・4±8・3≦1033・9±327・0鮎7±5・Ojl173・3±4177や1±7・1j乱豚師  
75．2．262926．2±642．7l．7±2．12拙。±1。02．90．1±0．32709．1±847．1。．9±1．7冬 〝   

異がみとめられることほ，空気中の塵検量の差異による  

ものと考えられ その塵挨ほ≡仁として，粉飼で自由給餌  

されている飼料が，豚の採食時に巻き上げら九ること  

と，床面の塵挨が豚の行動により巻き上げられるものと  

考えられた。  

（2）無窓豚免 普通豚舎における季紬こよる落下細菌数  

の比較（秋と冬：夏と冬：豚飼眉）   

無窓豚舎，普通豚舎における季節㈲の差異による落下  

細菌数およびかびの比較をしてみると，表5～8のとお  

りである。表5ほ1973年10月4日の秋季と1974年2月24  

日の冬季において，豚飼育の条件Fで落F蒜m菌数を調べ  

た威厳で，無窓豚舎の北豚房群平均1測定点当りの細菌  

数は，10月が380・5±98・6個で，冬の2月が2028．4±238．2  

個で 冬季は秋季iこ比べ約5倍多く明らかに．差異がみと  

めらゎた。またかびほ北豚房群1測定点当り秋でほ6．3  

±4．3個で、冬では2．3±l・7個であってフ細菌数とほ逆  

にり 夏が冬より約3倍多かった。≠検定の総見 秋と冬  

との間に，細菌数でほ0・1％水準で．かびでは1％水準  

でそれぞ九有意の差がみとめられたが．北隊房群の左ん  

豚訝矧矧二二は殆んど差ほみとめられなかった1   

表7および8は，1974年8月の夏季と1975年2月の冬  

季において豚飼育の条件Fで）落下細函数お上びかびを  

比較Lた成績である。すなわち，無窓豚舎全体の平均】  

測定点当りの細菌数は夏の8月では．1106・6±369個で′  

冬の2月では1942．8±126．5個であって，普通豚舎では  

平均1測定点当りの細菌数は夏の8月では，114・0±25．9   

kenkyu05
テキストボックス
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がみとめられたが，冬では10％水準で有意であった∧   

また無窓豚舎の南陳房群では．細菌数は雷の余月と冬  

の2月でほ差異ほみとめられなかったが，北豚房群でほ  

l測定点当り夏でほ1，173．3±417・7個，冬は2，709・1±  

8上17．1胴で冬が多く，J検定の結果0，1％水準で有意であ  

った。またかびほ，丙陳腐群でほ夏の8月で13．0±5．3  

個で，冬の2月では0．3P±0．12個であり，北豚房群では  

夏の8月で13．1±7．1個で．冬の2月では0＿9±1．7個で  

あって，夏が冬より明らかに多かった。g検定の結果  

n▲1％水準で有意の弟がみとめられたっ左右豚所間では  

叢はみとめられなかった〔  

個で，冬季の2月でほ808・3土755■4偶で，無袈陳脅，常  

通豚舎とも，冬が更より多かった。またかびでは．無念  

豚舎全体の平均1測定点当り，夏の8月では13．3±6，2  

個で，冬の2月でほ0．6±l．2僻であった，また瞥通牒ヂ‡  

では．夏の8月では10．7土9．8個で，冬の2月では1．3±  

1．5桐であったっ ′検定の結盟 細菌数，かびともに押  

通確舎，無窓豚舎におぃて，0．1％水準で有意の差がん  

とめら九た。   

また，無窓牒禽と普通豚舎との比較では．州南数は夏  

では無想陳命は普通豚舎より10倍多く，冬でも約2．4倍  

多かったh ′検定の抗某，夏では0．1％水準で有意の差  

表9－1無窓豚舎，普通陪食lゾ1上【F部位における落下州南敬の比較（豚ナ手：通路：陳飼育：秋季）  

’74．9．11調査  

、こ 

こ＼ 
、 墜ヱト無窓（No・去∴チ？・  

測定部位＼、微生物l細 菌 数か  

姐  路  
√鴨池…．，2）肌  

数
 
 

通
 
 
閣
 
 

普
綿
 
 

び
 
 
 

2
 
 
 

5
 
 

抽
▼
か
 
 
 

ぴ＝Ⅶ 蘭 委k か び㍉細菌数かび  

卜よりl段（柑Ocm）679・0±344－85■1±2・6108▲0±46・5 7・3±7・0824－3±61l・45・3±4・0  62  0  

2殴（14脚Il）747・1±161・9 8・9±5・8184・3±134・120・0±12・2790・3±188・412・3±4・5  47 12  

3授（90川）・911・0±381・06■4±5・4197・3±102．123．0±19－311肌．3±489・41l．3±5．7   82 9  

；芸…ご0≡；  

133ト7±619．112，7±5，5   92  7   

2093・0±1081．830．7±16．2123 10  

豚省，滴層とも段間に差異ほない。†托し‰8．10．12のかぴは＊  

表9－2 無窓豚舎，常過豚舎内L二下部位に應ける落卜鮒菌数の比較（豚合：豚飼育：冬季）  

’75．2．26調査  

、、「 

． 

、＼■－、、豚房No．  

測走部位  微生物   

上：よリ1段（180em）  

無  豚  舎  L 聖早 通 豚 舎  

恥2．4．6（南一左）l‰8．10．12（北一左） No．2．4．6．8，10．12  ム Nq5  

鮒菌数カ：ぴL讐竺 
． ＿  

．17。．2±63。．。1。．。±。．72。85．8±694．7≒。．3±。．5≒16。3．2±793．6こ。．。±。．5689．7±465＿8≧．＿。±。．3  
lL 2段（140〃）刷・4±628ヤ4±0－5i2215・0±793・70・9±ト1二1804・7±812・叩7±0・8857・3±739・90・7±0・2       ⊆  

l  l     3段（90〝）】131臥2±579，2o，6±0．72492．0±1002．即．1±0．31930．1±981．00．3±0．31釦8．3±754．21．3±1．4  
4段（50〝）  

l 5段條面）L 二」二．  
段間に差異はない。南左麻原と北←左豚房問（抑酋）＊＊＊  

（3）豚舎内の上下部位による落下細菌数の比較：   

豚舎内の上下部位（垂直分布）による落下細菌数を比  

較してみると袈9一ユ蓑9－3のとおりヤある。表9  

1は，1974年9月（秋季）に豚飼育の条件で調査された  

豚舎および通路の落下細菌数を．無想と普通豚舎につい  

て比較した成績である。上より3段丘＝ミ陳房柵上に当  

り．4段，5段は通路のみ測定し，陳㍍内は豚が飼育さ  

れていたため測定できなかった。華連隊舎，開放隊余と  

も，豚舎内では細菌数は3段がやや多い傾向が牒とめら  

れ，通路では5段の床面が多い傾向がみとめられた。か  

びでも無窓，普通豚舎ともに同様の憤向がみとめられた  

が，細菌数，かびともに分散分析の結見 段間にほ差異   
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プ～9－3 無忽豚舎．二普通豚舎内】二下部位における落下細菌数の比較（通路～豚飼育：冬季）  

’75．2，2飢町査  

ゝくこ  隊舎  角
 
 

陳
 
 

窓
 
 
 

憮
 
 

路
 
 

通路（普通豚舎）  ＼ 
、 

＼、豚房No・N札2・46（南一左）L ぬ8・10・12（北一左）【N仇2t4・6・8・10・12  右 N仇 5  

測定部位、－微生物再＝＝畑かび巨細菌数  

・トニより1段（180cm）733・0±榊・70・3土0・り224・5±280・7  

2段（140cm）書897－7±508・7 0 ㈹92▲3±414・5  

3段（90仁m）加77－7±636・00・7±0・61588・7±638・6   

4段（50叫㌻748・7±89十3・0±1・71592■3±545▲2  

5段（床面）80臥0±109・5心・7±0・6997・7±133・5  

段間に差異はない。福左隊房通路と北一左豚原通路 ＊  

はみとめられなかったが．無念豚舎の通路のかびは5％  

水準で有意の差がみとめられた。また無窓豚舎と普通豚  

舎とを比際すると細菌数，かびともに無窓豚舎が普通豚  

舎より多かった。また表9－2は，1975年2月26日の冬  

季に豚が飼育されている条件下で豚舎内の細菌数および  
かびを調べた成績である。段間の差異は細菌数，かびと  

もに分散分析の結果みとめられなかったが，南左豚房肝  

と北左豚房群との間には0．1％水準で有意の差がみとめ  

られた。豚房群に差異がみとめられたことは，南腰房群  

が飼育頭数17頭で，北豚房群が飼育頭数30頭であるた  

め，飼育頭数が多いことが，廣挨量を多くするためと考  

えられた。また，蓑9，3は1975年2月26日の冬季に陀  

飼育の条件下で，無窓豚舎と普通豚舎の通路における細  

菌数およびかびを調べた成績である。分数分析の結果，  

普通陳乱 無忽豚舎とも通路では，段間に差異はみとめ  

られなかったが，腰房群間でほ南左膝房群の17頭飼育が  

北左豚房群の30規飼育より，豚舎同様に落下細菌．かび  

ともに多く，1％水準で有意の鼻がみとめられた。ま  

た，普通豚舎の通路より，無窓豚舎の通路が細菌数ほ多  

かった。かびでは差異はみとめられなかった。以上の落  

下細菌調査により，無窓豚舎においては豚飼育が，無飼  

育より落下細菌およびかびが多いことは，飼料の励閉給  

与と関係があるものと考えられる。実験動物の飼育舎で  
温度調節のために空調施設を持つ場 合には，粉餌軋  

Hlterに日詰りを起こすため，固型飼料を原則としてい  

ることなどから推定すれは，無窓豚舎では粉餌より．練  

絹か，同型飼料が落下細菌を少くし，舎内空気の清浄度  

を保つことができると考えられるので，落下細菌と給田  

方式との関係究明を今後の研究課題としたい。また，無  

窓豚舎において，冬が夏より落下細菌が多いことほ，換  

か 

0．7±0．6 929．6±539．5 0．3±0．6  

J l－0±1・01117・2±481・20・5±0■8  

0 1333，2±635．0 0．3±0．5  

l O＿3±0，61170．5±579．31．7±1．9   

1＿3±0，6902．8±150．71．0±0．6  

神聖控び 
，  

、  240 け．0±1．0  

930・7±0・6  

82 1．3±1，5  

63  0  

197 1．0：±0．6  

兄「Lf」数および換気量を，冬は夏の1／3に凋節しているた  

捌こ，空気の汚染度が冬は夏より多いことと，冬は夏よ  

り空気が乾燥しているため徴純な細菌が多いためと考え  
られた。藩命における換気の必要性は，畜舎内に新郎空  

気を噂入するはかりでなく．舎内における湿気 アン㌧モ  

ニ7，塵妖．病原閑に汚染された空気および臭気を排除  

し，温度調節の事1受として役立っているものといわれて  

いるので，落下細菌と換気見とは相関が深いものと考え  

られる。落下細菌の調査は空気の清浄度な示す一つの指  

標となり，かつ換気見の適否を検討する指標にも役立つ  

ものと考えられた（今後の研究課題として，これらのデ  

ータの集横につとめたい。  

2．飼育隙の感染疾病に対する抗体調査  

（1）ウイルス性疾患   

無窓際合および普通豚舎におけるJEV，Getah，PP  

Vの感染状況（1973年）をぷすと図3および褒10－1表  

10－4のとおりである。着通豚舎でほJEVは訳験開始  

時の7月」二旬，飼育中朋の8月下旬には，揚性豚はみと  

められなかったが，と殺前の10月上旬にほ100％の陽性  

率を示した。無窓豚舎では7月上旬に4▲2％の陽性翠を  

示し，8月下旬には全頭陰性となり，10月上旬には陽性  

率9．1％となった。その陽性ほはNn6の族房であった。  

7月上旬の1頭の陽性豚は，HI価も1：20で低く，8  

月下旬に陰転していることから，移行抗体であったと考  

えられた。PPVは普通豚舎では7月上旬に，75％の陽  

性率を示しており，8月下旬には全頑陰性となり，と穀  

前の10月上旬には91．7％の陽性率を示していた。無窓豚  

舎では試験開始時の7月上旬には陽性率58．3％で，8月  

下旬には：4・2％の陽性率に下り，と教前の10月上旬には  

18．2％の陽性率であった。普通豚舎，無窓豚暦とも試願   



東京■耶畜産武険場研究報告 第15号  

衰10－1感染疾病の抗体調査（73．7～10）  

表102 感染射ぁの抗体調査（74．1～3）  

感染疾病  採 血  月 「1  

ク 



羽生・中島・楢鳥・小林・兵頭・宮下他：無象幡舎の設計条件（Ⅱ疾病）  

表10－3 感染疾病の抗体調奔（74．6～9）   

採  血  月  ［1  

74．8．2274．9．11  

感染扶病  

分憐疾病名  
豚 舎  

0／24  
0  

0／10  
0   

1／24   
4．2  

0／10  
0   

11／24   
45．8  

．
咄
 
 
 
l
一
∴
 
 
 

普
 
 
無
 
 

、  、 

3／川   

30・O   

6／24  
25．0   

7／10  
70．0   

1／24   
4．2   

1／10  
10．0  

％
 

ス
 
 

頭 数   
％   

頭 数   
％   

頭 数   
％   
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％   
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U
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U
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1
 
 
 
 
－
1
1
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じ
 
 

小
 
 
針
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表104 感零と疾病の抗体凋劇（7ヰ．12一｝75．3）  

」葉 【nL  月  口  
豚 舎区 分  

74・12・14  50・2・26   50．3・17  

感染疾病  

分間卜酎緒パ  

頭 数   
％   

頭 数   
％   

頭 数   
％   

頭 数  
0／   ／0   

頭 数   
％   

頭 数   
％  

8／24  
33．3   

1／10  
10．0   

0／24  
0   

0／10  
0  

10／22  
45．5   

2／10  
20．0   

0／24  
0   

0／10  
0   

無 怒  

4
7
 
ハ
U
 
【
U
 
 
 

／
′
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1
 
－
 
 
 
 
〓
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低かったことの瞭閂は今後の研究課題の一つであるが．  

普通豚舎に比べて，無想豚舎は管一理者の比入りがやや少  

いこと．豚舎の1部がすのこ式で床下紅葉尿が落ちる型  

式になっていることと，／、エなどが殆んどいないことな  

どが考えられる。   

また1974年の6－9月中旬ほでの試験豚について，  

JEV．PPVに対するH一班体価を調べたが，JEV  

の陽性豚はみとめられず，PPVも移行抗体と考えられ  

るものを除いてほ，9月中旬に1頚の陽性豚がみとめら  

れたのみであった。1974年のJEVとPPVの流行が低  

かったので【まなく，この試験豚のと殺暗までにほJEV  

とPPVの流行がなく，むしろ9月中旬以後に流行の蝦  

盛期に入ったものと考えられるので，試験終了が流行の  

最盛期以前であったものと考えられた。   

また1974年の冬季，1974年－1975年の冬季について  

も，ウイルス性疾患について抗体調杏をしていないが，  

今後季冬におけるウイルス性疾患について抗体調査を莞  
施して，流行の実態を把握すべきであると考えるっ  

（2）細菌性疾患および原虫性疾患   

細菌性疾患（AR，CP）おiび原虫性疾患（TP）  

の抗体陽性率を，1973年7～10月，1974年1月～3月．  

1974年6～9月，1974年12月～1975年3月のそれぞれの  

．
J
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つ
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郎
 
 

％
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加
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囲3 無窓脱会と軒通肱倉におけるJ．G．P  
の感染状況（1973）   

開始時のHl抗体陽性率（保ホ率）が適いが，そのHt  

価は1：20～1：160で低く，8月下旬には殆んど消火  

しており，10月上旬の打1†恥は1：320～1：5120と高い  

ことなどから考えると．7月」二旬のHI噺は移行抗体と  

考えられたゎ PPVは9月上旬から流行していたものと  

考えられた。またPPVの陽性陳はNo．10．‰ll，軋12の  

豚房に限ってみとめられた。   

Getahについては，無窓豚舎．普通豚舎とも，7月上  

旬，8月下旬にはHI批体価ほ陰性で10月上旬には普  

通豚舎では陽性率は】6．7％で，無想豚舎では陽性率は  

4・6％であった。無窓陳舎における陽性牒は粗3の豚房  

であった。  

JEV，GetahおよぴPPVともに感染率ほ，無窓豚  

舎が普通豚舎より低く，JEV，アPViこついてIま明ら  

かに差異がみとめられた．JEVと Getah は Vectol・  

がコガタアカイエカとキンイPヤプカであるから．蚊の  

侵入しにくい無念豚舎が感染率が砥いのは当然である  
が，無窓陳舎は分娩豚舎として利用されることや．頚豚  

経営以外でも，実験動物としてJEV freeの豚の需要  

が近年増えていることな考えると，JEV freeの豚の  

生産に有効な豚舎であると考えられる。しかしながら．  
JEVで軋6の原野と，GetahでN仇3の牒夙こ陽性陳が  

みとめられたことは，蚊が何処からか侵入したことで，  

険糞殿の取出口が屋外に関目しているため，そこからの  

侵入ではないかと考えられる。またPl）Ⅴの感染率が普  

通豚舎より無念豚舎が低く，かつ恥l（）．軋11，払1Zの豚  

動こ限定されていたことほ，不明の点が多い。管理者の  

出入り，体重測定などの飼養管理技術が考えられるが，  

管理老の出入りは主として南豚房の‰1～恥2の万から  

であり，北側のN仇10，1l，12の出入は体塵測定などの特  

定の管理作業だけであるため究明中である。頻触感染と  

考えられるPPVの感染が，普通豚舎より，鯉窓豚舎で  

／：  
艶＝＝二ニニ7一こニーD伊  

／へAR  

J†P  

た；ごこ＝－二だ∴一肌】＝○（P  

とど， 宇戸 ∵jユ  7月    8月   10月  

J旬    F叫   「勾  

】¶7二〉〈ト 可  

▼  l lt  

／／／／′、－－一周  
′1TLコ  

※－－一一一ナモーゝ二一＝′0α  

′ 
′′′ 

ト‖＋＋＋＋：㍉   10Jl ■        、  】月   クノ】  
Lもj l  

〇月  
」．  

図4－1 無窓豚舎と普通豚舎忙・おける  
AR，CP，TP，の感染状況   



大橋・清水・加憾・浅沼i・無恕豚舎の設計条件（111設計案）  

であったが，無溶性命では飼育小柳にやや．上昇したへ  

1974年12月～1975年3月では，普通豚舎，無忽豚舎とも  

に陽性率は上昇し，普通豚舎がと叔前にはとくに高かっ  

た。このようにARでは陽性準が一定せず．普．通豚舎と  

無窓豚鳶という比較は困難であった。  

イ．CPの陽性率ほ1973年7～10月では，浩二通牒吾にな  

く，無窓牧舎に飼育中期に4，2％（2藩）みとめらjし  

抗体怖も1：32と高く起立イ、能で鹿川としたっ1974年l  

－3月では，削由豚舎に陽性騰がなく，無忽豚舎に2頭  

（16．7％）陽性豚がみとめられた11974年6～9月で  

は，試験開脚時に陽性腋がみとめられ，その後抗体価ほ  

消火した。タ無窓豚舎では試験開始時に1頭（4．2％）みと  

められ，飼育中苅けこは抗体は消失し，と殺前の9月に3  

頭の陽性豚がみとめられたっ1974年12月～1975†巨3JJで  

は，？李過豚舎，無窓豚舎とも陽性株ほみとめられなかっ  

た（従って，普通勝治．無懇情舎という比較は困難で．  

むしろ生後ロイナの進むにつれて陽性騰がみとめられ．冬  

季よりも夏から秩にかけてやや陽性耽が多い傾IJ－1がちと  

的ら甘けニ。  

ウ．TPの陽性率は1973隼7～川月では，と掛軸こ普通  

豚舎が1（）％を，無窓豚舎が9．1％をホし，1974隼1－3  

月ではで苧う包豚舎が試験開始時かち10％，無窓豚舎が、i（験  

開始時，中期に16．7％，と殺前に25％を示した。また  

1974年6～9f】では普通豚舎が終始10％前後で，鯉窓膳  

吾はl凋始峠5．9％，中期4．8％でと敦前12．5％をフjミした。  

1974年12月－1975年3月でほ，普通軌条に陽性豚がな  

く，無窓豚舎に試験開始時から4城陽性豚がみとめられ  

た．   

無窓豚暦と勘血腫余における飼育豚の疾痛感染のた鼎  
は，媒介昆虫が行在するとか，空気感染のような疾病で  

は，起ると思うが，個体と個体との接触感染によるよう  

な疾病でほ感染の差異が生ずるとは考えられず，別の要  

l∠利こよるものと考えられる。  

▼ lT■‾■‾■ぺ‾■▲－1†P  
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図4－一2 無忽豚舎と普通豚舎における  
AR，CP，TP，の感   

1討凝j封澗について示すと，t災14－1図42および衣  

101～表10－4のとおりであったっ AR，CPおよぴ  

TPのいずれも∴試験開始時の入会時にすでに陽性豚が  

みとめられ，その陽性革も異なっているため，卸腐瀾㌍  

と＝削由豚舎の試験豚の慾染率を比較することは，厳密な  

一ぼ味においてほ，伏試豚が槽浄豚でないため，困鄭であ  

ると思うが，参考までに述べるとつぎのとおりである。  

ア■ ARの抗体陽性率は．1973年7～10月の期間ほ無窓  

豚舎では，飼育中期 と殺前に上昇していたが普通豚舎  

では，飼育中期にやや上昇したがほぼ同じ陽性率で推移  

した。1974年1～3月では．普通豚舎，無窓豚舎とも  

飼育中期にやや上昇し，無怨豚舎でと澱荊忙やや減少し  

たっ1974年6”9月では，常通腐食は陽性率は終始70％  

Ⅱ＋掴窓豚舎の設計案について  

法などの間塵点を究∬し，朝に夏季における暑熱対傭に  

ついての問題点が提起されているSl。   

そこで．前述の各種要田をふまえて，抑こ夏季の 舎内  
環境をできるだけ改：押する方向で，無徹豚舎の設計案を  

作成した。  

1．無念豚舎の設計条件   

設計条件は，表1のとおりである。   

ま え が き  

す無窓豚舎についてほ，1970年代に入ってから分娩豚余  

の実用化普及をみているが，肥育用豚舎ほ，飼育密度の  

点から，大量の換気蚤を必要とするために，その実用化  

が遅れており，神奈川典畜産試験場において．昭和47年  

に実験用の給気式ウインドレス豚舎を建設して，共用化  

のための．試験を開始し，建築槻覧，換気方式，銅典明甥  
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案l 設  計  灸  件  

項  目  

1 所 要 施 設  

2 収容頭数及収容方式  

3 管 理 方 式  

4 豚 房 構 造  

計  条  件  

隊鼠 飼料貯蔵室，機械亀 作業通路，スノコ排就床潤  

1群8頭，20豚房，計160顔収容  
間口2mx奥行3．6m＝7．2】正 規槽除く1頗当り 0、8壷  

給飼，給水：不断給餌器およぴウオ・一夕ーカップによる自由給餌，不断給水  
清   掃：朝夕2回の水洗方式  

寝所の床こう配と排ふん所との床面レベル差  

寝所の床は排ふん所側に向って1／60程度の下りこう配  

とし 境界のレベル差は2em以内とする。  

スノコの形状寸法とスノコ下の床面こう配  

スノコの形状，寸法は左囲のとおりとし，鉄筋コンクリ  

ートまたほスチール製等とする。  

スノコ下の床面ほ，始点を30cm程度とし，約1／30程度  

の床面こう配を付けて，水洗忙よる排出をほかる。   

豚房の配列  腹列中央通路方式（通路幅1・5m）  

＋ 出川  

㌻ヨ∴丁  
卜吐」  

スノコの断街  
、・  ‥  ・ 

口⊂門  
卜塾L」」些→  

腐食の面積：妻側8＿7mX桁側20m 高さ（天井）1．7lm   
有効気容積：17小言×l．7lm＝297．5㌔  

5 豚舎の大きさ．有効   
面積と気容積  

6 換気および舎内環   

境  

換気方式：第3種（冷気・自然一排気・機械）  
換気扇：有圧換気扇，静圧4の場合に  

go㌔／min（3相200V，出力400W，宛PS）5台  

換気量：1頭当り夏ほ2▲8㌔／min 冬は最低0．92t㌔／min とする  

換気回数；夏：2，8×160＝448㌔／min  

448×60＝26，880mヂ／hr  

26，880÷2g7．5＝90．3回  

冬：0．93×160＝148．8ぶ／min  

148．8×60＝8，928㌔／hr  

8，928＋297．5＝30回  

含内湿度：掛こ調節しないが，断熱構造として放射熱の影響を少なくするために平均熱  

貫流率はK＝1．5Kcal／ポhrOc とする。  

なお，冬季の暖房用および排ふん習性等管理上の観点から豚房床の前方忙  

発熱線を埋設する。   



大橋・清水・加藤・浅盲習・柵窓豚舎の設計条件（Ⅲ設計案）  

2．無窓豚舎設計案   

設計図に示すとおり，この設計察は頂上排気方式をと  

り，給気は，豚舎桁側のヒ部およびスノコ下部の側溝部  

分からとっているために，豚舎の気密性に難点が生じ，  

断熱効果を減少しているが，舎内気流の「よどみ」を少  

なくして，特に夏季暑熱時の環境を改辞するようにつと  

めた。   

なお停電時と，舎内気流の調節のために，豚舎桁側の  

下部を突き上げ戸として，自然換気でも飼養が可能であ  

るよう設計した。   

また．冬季の換気毅を調節するにほ，変圧器を使用L  

て，換気扇の能力をおとすはか，換気量によってほ，間  

引き運転によって調節し得るように配慮した。  
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神奈川県畜産試験場 竹内場長に頂くお礼申し上げま  
す。  
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大柄・清水・加藤・浅盲三i・無窓豚舎の設計粂件（Ⅲ設計案）  

矩 計 図   




